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相空間の構造 KAM トー ラス､ almost
アイラン-ドの残骸 . none













































用 これは､2Ⅳ次元の相空間をⅣ次元のトー ラス (非カオス領域)で2
つに区切る事が出来ないためである｡
[8]K･I_keda,K･Matsumoto,aPdK･Ohtsukn ,Prog･Theor･Phys･Suppl･
99(1989)295;
Ⅰ.Tsuda,inNeurocomputersandAttentl'on,(eds.A.V.Holdepand
V･Ⅰ･Kryukov,ManchesterUniv･Press,1990.)
[91例えば､自励系のハミルトニアンをランダムに与えて､そTLがカオス
にならない確率はゼロであると言ってよい｡もう少し正確には､次の
ポワンカレの定理によって表される;積分可能なハミルトニアンHo(p)
(p∈RN)を考える｡Hoの角振動数は作用とともに単調に変化する､
すなわちdet(讃款 )≠Oを仮定するoこのHoBこ微小な摂動を加え
たハミルトニアンH(p,q･,p)=Ho(p)+pHl(p,q)+p2H2(p,q)+･･･
が奉った時､N>1では､抄,q,FL)について一価解析的な保存量はH
以外には存在しない｡(Poincare)
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